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の資本の神秘化｣ (K., Ⅲ, S.405, 〔7〕 136137
蛋)は,資本が最初に受け取った｢価値は,そ
れが価値だから価値を生む｣という｢神秘な性





































































































































































































る(Marx [186卜63] Ⅲ, S.129, 〔7〕 234頁)
- ｢過程を進みつつある価値prozessirend
Wert,過程を進みつつある貨幣prozessirend











































(方., Ⅲ, S.606, 〔7〕 487頁)と述べている｡ま
た恐慌時の貨幣飢健期には,何としても支払手
段を確保しようという｢信用主義から重金主義





















































































































































































































































































































































































































(K., I, S.121, 〔1〕 193頁)であり,商品の売












sellschaftlich gtiltige, aiso objektive Gedanken-



































































































































































































































































































































































念的需要｣ (山口[1985] 54頁)は, ｢貨幣は所
与のものであり,したがってまた一般的な直接
交換可能性もいわば自然的属性として観念され

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(方., Ⅲ,S.406, 〔7〕 137頁)｡
93)このG-G′は,さらに端的に資本の｢純粋な呪

























































(K., Ⅲ, S.532, 〔7〕 352頁)ことと表現した上で,
それは信用や信用貨幣の未発展であった時代の生
産様式には見られない,資本主義的生産に特殊の















































で表現している(K., Ⅰ, S.109, 〔1〕 1711172頁).
このようにマルクスには,貨幣を｢一般的な商品｣
とする見方と,価値を｢商品に内在する貨幣性質｣
(MEGAリ　S.81, 〔訳〕 121頁)としたり, ｢価値と











































































































































































































は資本の交際費の一部になるj (K. ， 1， S.620， 
[3J 2155頁)，あるいは， ["今では信用手段にさえ
もなる彼(資本家，または投機をやる卸売商人;
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